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濱
田
の
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
へ
の
接
近
は
、
二
様
で
あ
る
。
濱
田

は
、
カ
ン
ト
研
究
の
第
一
作
で
あ
る
『
若
き
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
』
（
以

下
『
形
成
巳
に
お
い
て
は
、
批
判
前
期
以
前
の
若
き
カ
ン
ト
の
思
想

形
成
に
注
目
す
る
。
濱
田
は
、
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
の
「
思
想
史
的

初
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
へ
の
濱
田
義
文
先
生
（
以
下
敬
称
略

す
）
の
関
心
と
い
う
主
題
は
、
濱
田
の
主
な
関
心
が
倫
理
的
思
想
に

あ
る
た
め
、
濱
田
の
い
う
「
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
」
な
い
し
は
「
イ

ギ
リ
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
」
に
対
し
て
の
関
心
と
読
み
替
え
て
以

下
の
報
告
を
進
め
る
こ
と
を
ご
了
解
頂
き
た
い
。

濱
田
義
文
先
生
追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表

イ
ギ
リ
ス
経
験
論
へ
の
濱
田
義
文
の
関
心

連
関
の
究
明
」
を
企
図
し
、
「
若
き
カ
ン
ト
の
中
に
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
先
行
ま
た
は
同
時
代
の
す
ぐ
れ
た
思
想
成
果
が
流

れ
こ
ん
で
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、
カ
ン
ト
四
一
一
歳
（
一
七
六
六
年
）

ま
で
の
思
想
形
成
に
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
が
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察

す
る
。
最
初
期
の
カ
ン
ト
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
諸

思
想
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
先
行
成
果
で
あ
り
、
「
他
の
思
想
家
た

ち
と
の
親
交
と
格
闘
の
中
で
自
己
形
成
を
遂
行
」
し
た
と
濱
田
は
断

じ
る
。
さ
ら
に
濱
田
は
、
カ
ン
ト
が
「
自
ら
を
ド
イ
ツ
の
現
実
の
惨

め
さ
に
縛
ら
れ
る
小
市
民
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
自
由
な
普
遍
的
世

界
市
民
」
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た
と
し
、
そ
の
自
覚
が
「
学
者
と

し
て
の
一
面
性
抽
象
性
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
、
現
実
的
市
民
的

活
動
と
引
き
裂
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
カ

ン
ト
と
ド
イ
ツ
観
念
論
は
「
現
実
に
お
け
る
達
成
が
困
難
で
あ
れ
ば

荻
間
寅
男
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あ
る
だ
け
、
観
念
の
領
域
に
お
け
る
追
求
は
熱
烈
と
な
り
、
啓
蒙
の

徹
底
し
た
理
論
化
と
さ
ら
に
そ
の
批
判
を
め
ざ
し
た
」
と
濱
田
は
見

る
の
で
あ
る
。

濱
田
が
『
形
成
』
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
主
な
イ
ギ
リ
ス
の
道
徳

哲
学
者
な
い
し
モ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
と
は
、
シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
、
ハ
チ
ソ

ン
、
ヒ
ュ
ー
ム
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
濱
田
は
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
十
ペ

ー
ジ
に
わ
た
り
言
及
し
て
い
る
。
な
お
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
は
一
ペ
ー
ジ

の
言
及
の
み
で
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス

道
徳
哲
学
者
た
ち
は
「
感
情
面
に
お
け
る
現
実
的
人
間
の
探
究
」
に

励
む
が
、
そ
の
「
心
理
的
方
法
」
に
は
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
と
濱

田
は
見
る
。

『
美
と
崇
高
と
の
感
情
に
関
す
る
考
察
』
（
’
七
六
四
年
、
以
下
『
美

と
崇
高
』
）
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
は
、
「
哲
学
者
の
目
よ
り
も
む
し
ろ

観
察
者
の
目
」
を
も
っ
て
事
柄
の
把
握
を
し
て
い
た
。
こ
こ
に
濱
田

は
、
カ
ン
ト
の
自
己
形
成
の
重
要
な
契
機
を
確
認
す
る
。
す
な
わ
ち
、

カ
ン
ト
に
お
い
て
は
二
層
近
代
社
会
と
人
間
の
像
が
イ
デ
ア
１
ル

な
も
の
と
し
て
理
論
的
完
壁
さ
を
獲
得
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
形
成

さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
実
の
市
民
社
会
と
そ
の
人
間
を
も
批
判
し

え
、
突
破
し
う
る
も
の
に
な
る
こ
と
」
を
目
指
す
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
濱
田
は
、
カ
ン
ト
が
イ
ギ
リ
ス
の
道
徳
哲
学
は
「
未
完
成
で
欠
陥

は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
道
徳
性
の
第
一
根
拠
の
探
求
の
点
で
最
も
進

ん
で
い
る
」
と
み
た
と
す
る
。

第
二
作
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
』
（
以
下
『
成
立
』
）
に
お
い
て

は
、
濱
田
は
一
七
六
○
年
代
の
カ
ン
ト
の
倫
理
学
の
成
立
過
程
の
解

明
に
つ
と
め
た
。
「
カ
ン
ト
倫
理
学
の
形
成
が
決
し
て
孤
立
し
た
営

為
で
は
な
く
・
・
・
共
通
す
る
時
代
の
普
遍
的
思
想
課
題
と
積
極
的

に
取
り
組
む
中
で
行
わ
れ
た
」
と
し
て
、
濱
田
は
カ
ン
ト
が
「
独
自

の
解
決
に
向
か
っ
た
」
と
す
る
。
さ
ら
に
濱
田
は
、
カ
ン
ト
倫
理
学

が
「
共
通
す
る
時
代
の
普
遍
的
思
想
課
題
」
に
取
り
組
む
も
の
と
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
に
接
近
し
た
と
す
る
。
濱
田
は
、
六
○
年

代
に
至
っ
て
カ
ン
ト
が
倫
理
学
に
か
ん
す
る
自
己
の
視
点
を
確
立
し
、

も
は
や
青
年
時
代
の
ご
と
く
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
を
先
行
す
る
す
ぐ

れ
た
思
想
成
果
と
み
る
こ
と
な
く
、
「
共
通
す
る
時
代
の
普
遍
的
思

想
課
題
」
に
取
り
組
む
も
の
と
み
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。

倫
理
学
の
形
成
に
注
目
す
る
『
成
立
』
に
お
い
て
、
濱
田
は
紙
数

の
約
半
分
を
カ
ン
ト
と
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
と
の
直
接
の
思
想
的
交

渉
の
検
討
に
あ
て
る
。
ま
た
全
体
の
四
分
の
一
を
カ
ン
ト
と
ル
ソ
ー

と
の
交
渉
に
あ
て
る
。
濱
田
の
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
へ
の
関
心
の
披

瀝
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
こ
で
濱
田
は
、
カ
ン
ト
が
「
イ
ギ
リ
ス
の
道

徳
哲
学
者
た
ち
、
シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
、
ハ
チ
ソ
ン
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
ら

か
ら
批
判
的
に
学
び
」
、
彼
ら
が
「
ス
ミ
ス
思
想
の
発
展
に
大
い
に
貢

献
し
た
」
ゆ
え
に
、
カ
ン
ト
と
ス
ミ
ス
と
は
「
時
代
の
共
通
の
思
想

的
影
響
の
下
に
自
己
の
思
想
形
成
を
遂
行
し
た
」
と
い
う
見
解
の
説

明
に
か
な
り
の
紙
数
を
さ
い
て
い
る
。
約
三
○
○
ペ
ー
ジ
の
本
書
に

お
い
て
、
ハ
チ
ソ
ン
に
は
一
○
一
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
言
及
し
、
ス
ミ

ス
に
は
六
八
ペ
ー
ジ
、
シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
に
は
四
五
ペ
ー
ジ
、
マ
ン
デ
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ヴ
ィ
ル
に
は
二
八
ペ
ー
ジ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
は
二
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り

ふ
れ
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
ヘ
の
言
及
は
十
四
ペ
ー
ジ
に
と
ど
ま
る
。

主
論
文
に
お
い
て
濱
田
は
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
を
よ
り
精
密
な
学

説
的
立
場
に
よ
っ
て
整
理
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
か
ら
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
ヘ
進

む
流
れ
と
シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
か
ら
ハ
チ
ソ
ン
ヘ
進
む
流
れ
、
す
な
わ
ち

利
己
心
と
利
他
心
、
自
愛
心
と
仁
愛
、
道
徳
的
感
情
に
ふ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
『
美
と
崇
高
』
が
「
観
察
者
の
目
」
の
視
点
を
重
視
し
「
イ

ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
と
の
親
近
性
」
を
も
つ
こ
と
を
濱
田
は
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
補
論
に
お
い
て
、
同
時
代
人
カ
ン
ト
と
ス
ミ
ス
と
が
示
す
「
公

平
な
る
注
視
者
」
の
概
念
の
比
較
を
扱
っ
て
い
る
。

第
三
作
の
『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
（
以
下
『
諸
相
』
）
に
お
い
て

も
、
第
二
作
の
『
成
立
』
の
接
近
は
継
承
さ
れ
、
濱
田
は
、
カ
ン
ト

と
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
と
が
「
共
通
す
る
時
代
の
普
遍
的
思
想
課
題
」

に
取
り
組
む
も
の
と
し
て
い
る
。

『
諸
相
』
に
お
い
て
濱
田
は
、
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
イ
マ
ヌ
エ
ル
・

カ
ン
ト
ー
「
公
平
な
注
視
者
」
と
「
実
践
理
性
」
ｌ
」
と
題
す
る
章

を
設
け
、
ス
ミ
ス
と
カ
ン
ト
に
つ
い
て
倫
理
学
の
見
地
か
ら
の
比
較

考
察
を
試
み
る
。
カ
ン
ト
は
ス
ミ
ス
ヘ
の
敬
重
を
も
ち
、
ド
イ
ツ
通

俗
哲
学
者
た
ち
が
拠
っ
た
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
哲
学
か
ら
重
要
な
影
響

を
受
け
て
お
り
、
そ
し
て
ス
ミ
ス
と
カ
ン
ト
と
は
、
ハ
チ
ソ
ン
と
マ

ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
総
合
と
い
う
点
で
も
、
ま
た
ル
ソ
ー
か
ら
の
影
響
と

い
う
点
で
も
思
想
史
上
近
し
い
立
場
に
あ
る
と
濱
田
は
指
摘
す
る
。

そ
し
て
濱
田
は
、
「
カ
ン
ト
倫
理
学
は
、
ス
ミ
ス
倫
理
思
想
の
理
論
的

周
知
の
ご
と
く
、
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
に
関
し
て
は
、
当
時
そ
の

下
で
学
ん
だ
ボ
ロ
ウ
ス
キ
ー
の
証
言
が
参
照
さ
れ
る
。
曰
く
、
カ
ン

ト
は
道
徳
の
領
域
で
ハ
チ
ソ
ン
を
、
哲
学
研
究
に
お
い
て
は
ヒ
ュ
ー

ム
を
重
視
し
、
特
に
ヒ
ュ
ー
ム
の
思
想
的
刺
戟
に
よ
っ
て
、
飛
躍
的

発
展
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
証
言
は
、
時
期
的
に
は
ほ
ぼ

等
し
い
ヘ
ル
ダ
ー
の
、
カ
ン
ト
は
講
義
に
お
い
て
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ッ
・
・
・
ヒ
ュ
ー
ム
を
検
討
し
、
ケ
プ
ラ
ー
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
そ
の
他

の
物
理
学
者
の
自
然
法
則
を
追
究
し
た
」
と
い
う
回
想
に
よ
っ
て
裏

書
き
さ
れ
る
。
後
年
の
カ
ン
ト
の
『
プ
ロ
レ
ゴ
ー
メ
ナ
』
の
中
で
の
、

ヒ
ュ
ー
ム
が
か
れ
の
「
独
断
の
ま
ど
ろ
み
を
破
り
、
思
弁
的
哲
学
の

分
野
に
お
け
る
私
の
研
究
に
、
全
く
別
の
方
向
を
与
え
た
」
と
い
う

文
言
か
ら
、
カ
ン
ト
は
い
つ
、
い
か
に
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
教
説
に

ふ
れ
た
か
、
そ
し
て
な
に
を
知
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
て
き
た
。

ヒ
ュ
ー
ム
の
後
年
の
著
書
で
あ
る
『
人
間
知
性
研
究
』
と
『
道
徳

原
理
研
究
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
け
る
出
版
か
ら
ま
も
な
く
ド

イ
ツ
語
訳
が
出
版
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
カ
ン
ト
の
蔵
書
に
も
あ
っ
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
両
研
究
は
、
処
女
作
『
人
性
論
』
で
の

不
評
を
憂
慮
し
た
ヒ
ュ
ー
ム
が
因
果
の
問
題
等
の
哲
学
的
問
題
を
省

純
化
・
徹
底
の
一
つ
の
極
致
」
で
あ
る
と
み
る
。

ｌ■■■■ 

■■■■■■ 
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い
て
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
り
、
後
世
か
ら
は
哲
学
上
の
価
値
を
疑

わ
れ
る
著
作
で
あ
る
。
他
方
『
人
性
論
』
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
生
前
に

再
版
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ド
イ
ツ
語
訳
が
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
け
る

再
版
よ
り
も
か
な
り
早
い
一
七
九
○
年
に
出
版
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
再
版
は
一
八
一
七
年
で
あ
り
、
編
集
を
加
え
た
版
は
一
八

七
四
年
ま
で
出
な
か
っ
た
。
ま
た
、
カ
ン
ト
は
英
語
の
知
識
が
な
く
、

翻
訳
さ
れ
た
も
の
を
利
用
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

カ
ン
ト
と
ヒ
ュ
ー
ム
と
に
繊
密
な
考
察
を
く
わ
え
た
ケ
ン
プ
・
ス
ミ

ス
は
、
カ
ン
ト
は
「
か
れ
独
自
の
仕
方
」
で
ヒ
ュ
ー
ム
の
思
想
を
と

ら
え
た
と
主
張
す
る
。

な
お
カ
ン
ト
は
『
プ
ロ
レ
ゴ
ー
メ
ナ
』
に
お
い
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
の

反
対
者
た
ち
、
リ
ー
ド
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
、
ピ
ー
テ
イ
、
プ
リ
ー
ス
ト

リ
ら
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
説
を
見
落
と
し
た
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
、
リ
ー
ド
の
著
書
が
も
っ
と
も
早
く
一
七
六
四
年
に
公
刊
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
語
訳
は
一
七
六
八
年
に
出
さ
れ
、
ド
イ
ツ
語
訳
も
一
七
八

二
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ー
テ
ィ
の
ヒ
ュ
ー
ム
攻
撃
は
イ
ギ
リ

ス
で
は
一
七
七
○
年
に
出
さ
れ
、
ド
イ
ツ
語
訳
は
一
七
七
二
年
で
あ

る
。
上
記
四
名
の
最
後
の
プ
リ
ー
ス
ト
リ
が
、
一
七
七
四
年
に
他
の

三
名
に
就
い
て
の
論
評
を
著
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
七
五
○

年
頃
か
ら
ド
イ
ツ
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
著
作
が
大
量
に
流
布

し
た
と
は
い
え
、
カ
ン
ト
が
上
記
四
名
の
対
ヒ
ュ
ー
ム
批
判
の
要
旨

を
知
り
う
る
の
は
プ
リ
ー
ス
ト
リ
の
著
作
を
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
知

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
み
る
の
が
適
切
で
あ
る
。

ま
た
『
プ
ロ
レ
ゴ
ー
メ
ナ
』
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
は
ヒ
ュ
ー
ム
の

『
自
然
宗
教
に
か
ん
す
る
対
話
罠
以
下
『
対
話
』
）
に
ふ
れ
て
い
る
。

同
著
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
死
後
、
原
稿
を
委
ね
ら
れ
た
遺
言
執
行
人
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
、
出
版
者
ス
ト
ラ
ハ
ン
、
同
名
の
甥
ヒ
ュ
ー
ム
が
危
険

を
感
じ
て
執
行
を
互
い
に
押
し
つ
け
あ
っ
た
あ
げ
く
に
、
同
名
の
甥

が
一
七
七
九
年
に
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
訳
は
一
七
八

一
年
に
出
版
さ
れ
た
。
し
か
も
『
対
話
』
は
、
執
勧
な
攻
撃
を
警
戒

し
た
ヒ
ュ
ー
ム
が
対
話
の
形
式
に
よ
り
、
自
説
を
可
能
な
か
ぎ
り
不

透
明
に
呈
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ど
の
発
言
者
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
真
意

を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
か
い
ま
な
お
議
論
が
続
く
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
が
何
ら
か
の
ヒ
ュ
ー
ム
の
著
作
を
直
接
に
読
み
、

そ
の
思
想
の
主
旨
を
捉
え
て
、
そ
の
後
の
批
判
哲
学
の
発
展
に
役
立

て
た
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
ケ
ン
プ
・
ス

ミ
ス
は
、
七
二
年
の
ピ
ー
テ
ィ
の
ヒ
ュ
ー
ム
攻
撃
の
書
が
『
人
性
論
』

の
直
接
の
引
用
を
含
む
こ
と
か
ら
、
カ
ン
ト
に
批
判
哲
学
の
中
心
問

題
を
考
察
す
る
契
機
を
与
え
た
の
は
ピ
ー
テ
ィ
で
は
な
い
か
と
い
う

示
唆
を
す
る
。
し
か
し
、
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
自
身
、
一
七
八
三
年
の

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
ガ
ル
ベ
宛
書
信
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
が
「
少

な
く
と
も
十
二
年
間
」
の
成
果
で
あ
る
と
い
う
カ
ン
ト
の
周
知
の
言

葉
を
引
き
、
遅
く
と
も
一
七
六
九
年
が
カ
ン
ト
に
お
け
る
批
判
哲
学

へ
む
け
て
の
思
索
の
起
点
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
ゆ
え
、
ピ
ー
テ

ィ
説
を
支
持
す
る
気
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
カ
ン
ト
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
著
作
を
そ
の
主
要
な
思
想
の
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確
立
に
あ
た
っ
て
直
接
に
参
照
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け

が
確
実
で
あ
る
と
報
告
者
は
考
え
る
。

現
代
英
米
の
哲
学
界
に
お
い
て
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、

十
九
世
紀
に
お
い
て
は
ヒ
ュ
ー
ム
が
主
要
な
哲
学
的
関
心
の
対
象
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ヒ

ュ
ー
ム
を
哲
学
的
関
心
の
対
象
に
復
活
さ
せ
た
の
が
前
述
の
ケ
ン

プ
・
ス
ミ
ス
の
約
一
○
○
年
ま
え
の
業
績
で
あ
る
。
『
純
粋
理
性
批

判
』
を
英
語
訳
し
、
『
コ
メ
ン
タ
リ
』
も
著
し
て
い
る
ケ
ン
プ
・
ス
ミ

ス
は
、
そ
の
後
自
己
の
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
を
集
大
成
し
た
お
り
、
ヒ
ュ

ー
ム
の
「
理
性
は
情
念
の
奴
隷
で
あ
り
、
た
だ
奴
隷
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
主
張
が
そ
の
哲
学
の
核
心
を
示
す
こ
と
を
再
認
識
し

た
と
述
べ
て
い
る
。
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
道

徳
の
門
を
つ
う
じ
て
哲
学
に
は
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
ハ
チ
ソ
ン
の
ヒ

ュ
ー
ム
ヘ
の
影
響
の
大
き
さ
を
改
め
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
性
論
』
は
、
ハ
チ
ソ
ン
の
感
化
の
大
で
あ
る
道
徳

に
か
か
わ
る
第
一
一
・
三
編
が
先
行
し
て
著
さ
れ
、
因
果
の
問
題
等
を

扱
う
第
一
編
は
後
の
執
筆
で
あ
る
。
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
は
、
ヒ
ュ
ー

ム
の
い
う
「
思
考
の
新
情
景
」
と
は
、
ハ
チ
ソ
ン
の
主
要
な
著
作
で

あ
る
『
情
念
感
情
論
』
や
『
美
と
徳
の
観
念
』
が
提
起
す
る
人
間
観
、

世
界
観
を
さ
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ヒ
ュ
ー

ム
ヘ
の
ハ
チ
ソ
ン
の
影
響
に
つ
い
て
詳
細
に
示
す
こ
と
は
控
え
る
が
、

ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
の
指
摘
は
近
年
の
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
で
は
基
本
的
に

支
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
ボ
ロ
ウ
ス
キ
ー
の
証
言
は
真
実
を
伝
え
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
は
ハ
チ
ソ
ン
を
精
読

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
捉
え
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
因
果
の
問
題
等
狭
義
の
哲
学
的
問
題
に
取
り
組
む
『
人
性
論
」

第
一
編
は
、
ハ
チ
ソ
ン
に
学
び
道
徳
に
か
か
わ
る
問
題
を
追
究
し
て

第
一
一
・
三
編
を
ま
と
め
た
後
の
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。

同
様
に
、
カ
ン
ト
が
ハ
チ
ソ
ン
に
道
徳
の
問
題
を
学
び
、
さ
ら
に
狭

義
の
哲
学
的
問
題
に
目
を
む
け
た
と
き
、
そ
れ
だ
け
に
お
い
て
は
不

十
分
で
あ
る
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
間
知
性
研
究
』
も
、
カ
ン
ト
に
と
っ

て
は
き
わ
め
て
重
大
な
知
的
刺
戟
で
あ
り
示
唆
を
あ
た
え
る
「
深
い

哲
学
的
研
究
に
お
い
て
特
に
重
視
」
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
カ
ン

ト
が
一
七
六
二
年
に
は
両
者
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
蔵
書
と
し
て
精
読
す

る
こ
と
が
で
き
た
事
実
か
ら
、
こ
の
報
告
者
の
推
測
は
け
っ
し
て
不

合
理
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
ヒ
ュ
ー

ム
は
ハ
チ
ソ
ン
門
下
の
兄
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
兄
弟
子
の
技
を
背
後

か
ら
覗
き
み
て
暗
示
を
う
け
、
そ
の
こ
と
を
カ
ン
ト
独
自
の
仕
方
で

誠
実
に
表
現
し
た
の
が
上
の
言
葉
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
一
度
濱
田
か
ら
離
れ
て
イ
ギ
リ
ス
の
道
徳
哲
学
の
展
開
を
、

報
告
者
な
り
の
可
能
な
か
ぎ
り
の
理
解
の
範
囲
で
整
理
し
て
み
た
い
。

一
般
に
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
者
な
い
し
イ
ギ
リ
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト

’一一
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た
ち
と
は
、
一
六
五
○
年
か
ら
一
八
○
○
年
に
い
た
る
時
期
の
思
想

家
を
さ
す
。
数
人
の
異
同
は
あ
っ
て
も
『
イ
ギ
リ
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト

た
ち
』
の
抜
粋
集
の
編
者
た
ち
は
ホ
ッ
ブ
ズ
か
ら
ベ
ン
タ
ム
ま
で
を

入
れ
る
。
同
一
の
題
の
評
論
に
お
い
て
ベ
ー
コ
ン
か
ら
コ
ー
ル
リ
ッ

ジ
ま
で
を
含
め
る
例
も
あ
る
が
、
道
徳
哲
学
と
限
定
し
た
と
き
に
は

ホ
ッ
ブ
ズ
か
ら
ベ
ン
タ
ム
ま
で
を
さ
す
。

十
八
世
紀
初
期
に
い
た
る
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
の
主
要
な

関
心
が
、
前
世
紀
後
半
の
『
市
民
論
』
『
人
間
論
』
、
『
物
体
論
』
の

順
で
発
表
さ
れ
た
ホ
ッ
ブ
ズ
説
の
克
服
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
の
関
心
は
初
め
か
ら
倫
理
思
想

に
か
ぎ
ら
ず
、
「
現
実
の
市
民
社
会
と
そ
の
人
間
」
に
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
当
時
の
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
ヘ
の
関
心
は
現
実
の

社
会
に
あ
る
人
間
の
利
己
心
を
取
り
あ
つ
か
う
も
の
と
し
て
で
あ
っ

た
。
ヒ
ュ
ー
ム
ヘ
の
関
心
も
同
様
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
『
人
性
論
』

に
お
い
て
、
初
め
道
徳
的
区
別
は
道
徳
感
か
ら
来
る
と
し
た
が
、
や

が
て
共
感
が
そ
の
源
泉
で
あ
る
と
改
め
る
。
『
人
性
論
』
を
書
き
改
め

た
後
の
『
道
徳
原
理
研
究
』
に
お
い
て
も
、
共
感
は
考
察
さ
れ
て
い

る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
終
生
哲
学
的
著
作
を
続
け
る
が
、
一
般
に
『
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
史
』
、
『
道
徳
政
治
論
集
』
の
筆
者
と
し
て
著
名
と
な
る
。

十
八
世
紀
の
中
葉
に
い
た
り
、
産
業
の
発
達
に
つ
れ
て
国
制
、
経

済
、
社
会
、
そ
し
て
具
体
的
幸
福
の
在
り
か
た
に
目
を
む
け
る
政
治

的
社
会
的
考
察
が
道
徳
哲
学
の
主
要
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の

中
核
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
、
ス
ミ
ス
、
ベ
ン
タ
ム
ら
で
あ
る
。

そ
の
中
で
人
間
の
幸
福
を
考
え
る
功
利
主
義
が
徐
々
に
出
現
し
た
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
功
利
主
義
と
し
て
は
ベ
ン
タ
ム
よ
り
先
に
ペ
イ

リ
ら
の
神
学
者
の
そ
れ
が
主
流
と
な
っ
た
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
政
治
的
社
会
的
考
察
が
緊
急
か
つ
必

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る
べ
き
政
治
社
会
像

の
追
究
は
一
六
四
○
年
代
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
八
八
年
の
オ

レ
ン
ジ
公
の
王
位
継
承
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の

密
接
な
交
渉
を
も
つ
に
い
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
内
の
議
論
は
白
熱

し
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
、
ス
ミ
ス
の
母
国
で
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
一

層
複
雑
な
事
情
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
十
七
世
紀
初
め

以
来
の
同
君
並
立
は
、
異
な
る
新
教
を
そ
の
国
教
と
す
る
二
国
の
統

合
を
現
実
と
し
た
。
よ
っ
て
強
大
富
裕
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
統
合
す

る
弱
小
貧
困
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
民
族
の
存
亡
を
危
倶
せ
ざ
る
を

え
ず
、
し
か
も
国
内
に
中
世
封
建
制
の
残
る
高
地
地
方
と
開
化
し
た

低
地
地
方
を
か
か
え
、
国
内
の
融
和
は
絶
望
的
な
難
問
で
あ
っ
た
。

ヒ
ュ
ー
ム
そ
し
て
ス
ミ
ス
に
お
け
る
「
現
実
の
市
民
社
会
と
そ
の
人

間
」
と
い
う
問
題
と
の
取
り
組
み
は
、
こ
の
よ
う
な
二
重
一
一
一
重
の
難

題
の
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
七
四
五
年
の
ジ
ャ
コ
バ
イ

ト
反
乱
の
動
揺
を
克
服
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
者
の
実
用
・
実

利
を
重
視
す
る
論
説
が
注
目
を
集
め
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
も
ま
さ

に
、
ヒ
ュ
ー
ム
と
同
じ
思
想
課
題
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
ス
ミ

ス
が
『
道
徳
感
情
論
』
の
完
成
の
後
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
法
学
教

授
と
な
り
、
『
法
学
講
義
』
さ
ら
に
『
諸
国
民
の
富
』
へ
進
む
所
以
で
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あ
る
。

他
方
、
十
八
世
紀
の
中
葉
の
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
に
お
い
て
は
、

シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
か
ら
ハ
チ
ソ
ン
に
至
る
利
他
心
を
重
要
と
み
る
流
れ

は
主
要
な
位
置
か
ら
外
れ
る
。
「
感
情
面
に
お
け
る
現
実
的
人
間
の

探
究
」
で
あ
っ
て
も
、
「
現
実
の
市
民
社
会
」
か
ら
隔
絶
し
た
人
間
を

考
察
す
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
理
想
的
高
尚
的
な
シ
ャ
フ
ッ

ベ
リ
そ
し
て
ハ
チ
ソ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
急
速
に
忘
れ
ら
れ
る
。

ハ
チ
ソ
ン
が
主
要
な
著
作
を
出
版
し
、
ヒ
ュ
ー
ム
に
「
思
想
の
新
情

景
」
を
示
し
た
の
は
二
○
年
代
の
終
わ
り
の
時
期
で
あ
り
、
五
○
年

代
の
道
徳
哲
学
に
は
も
は
や
影
響
を
も
た
な
い
。
た
だ
、
ハ
チ
ソ
ン

は
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
を
思
い
つ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
記
憶

さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
ヘ
の
興
味
が
復
興
す

る
の
は
、
現
実
社
会
に
か
ん
す
る
騒
が
し
い
議
論
が
う
と
ま
れ
審
美

的
ロ
マ
ン
的
思
想
が
求
め
ら
れ
た
十
九
世
紀
の
初
め
で
あ
り
、
ド
イ

ツ
の
シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
で
あ
る
カ
ン
ト
も
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
注

目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
の
影
響
力

は
長
続
き
し
な
い
。
十
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
全
体
が
ア
メ
リ
カ

独
立
、
対
フ
ラ
ン
ス
戦
争
等
の
大
き
な
試
練
に
直
面
す
る
か
ら
で
あ

る
。
大
ブ
リ
テ
ン
国
が
成
立
し
よ
う
と
し
、
単
な
る
実
用
の
重
視
で

は
な
く
、
「
現
実
の
市
民
社
会
と
そ
の
人
間
」
の
根
本
を
問
い
な
お
す

大
き
な
構
想
力
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
巨
人

ベ
ン
タ
ム
の
法
・
政
治
に
ま
た
が
る
功
利
主
義
思
想
が
大
き
な
影
響

こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
を
整
理
す
る
と
、
カ
ン
ト
の
捉

え
る
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
の
展
開
は
、
あ
く
ま
で
カ
ン
ト
お
よ
び
ド

イ
ツ
の
思
想
界
に
よ
る
一
七
五
○
年
か
ら
七
○
年
に
か
け
て
の
翻
訳

紹
介
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
を
整
理
理
解
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
報
告
者
は
考
え
る
。
決
し
て
そ
れ
を
不
合

理
と
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
哲
学
思
想
の
展
開
を
精
確
に
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。濱
田
は
『
成
立
』
、
『
諸
相
』
に
お
い
て
、
ス
ミ
ス
と
カ
ン
ト
が
「
共

通
す
る
時
代
の
普
遍
的
課
題
」
に
取
り
組
み
、
「
時
代
の
共
通
の
思
想

的
影
響
の
下
に
自
己
の
思
想
形
成
を
遂
行
し
た
」
と
す
る
。
両
者
は

と
も
に
、
ハ
チ
ソ
ン
と
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
を
総
合
し
、
ル
ソ
ー
の
影
響

の
下
に
あ
る
と
い
う
類
縁
関
係
を
濱
田
は
指
摘
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
ド
イ
ツ
に
ハ
チ
ソ
ン
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
が
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
の

が
一
七
六
○
年
頃
で
あ
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ハ
チ
ソ
ン
、

マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
は
二
○
年
代
後
半
の
出
版
で
あ
る
。
「
共
通
」
と
い
う

表
現
を
「
時
代
」
、
「
思
想
」
の
い
ず
れ
に
用
い
る
こ
と
も
容
易
で
は

力
を
も
つ
。
ス
ミ
ス
が
最
晩
年
に
『
道
徳
感
情
論
』
を
改
訂
し
た
の

は
、
も
う
一
方
の
行
き
過
ぎ
、
い
わ
ば
人
間
論
の
欠
如
、
「
現
実
の
市

民
社
会
」
へ
の
関
心
の
行
き
過
ぎ
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

8７ 

Hosei University Repository



な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
チ
ソ
ン
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
を
現
実
の

「
時
代
」
、
「
思
想
」
と
と
ら
え
る
ド
イ
ツ
の
現
実
が
あ
っ
た
。

ま
た
濱
田
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
通
俗
哲
学
者
は
「
ロ
ッ
ク
、
ハ
チ

ソ
ン
、
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
、
ヘ
ン
リ
・
ヒ
ュ
ー
ム
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ヒ
ュ
ー
ム
ら
を
次
々
に
熱
心
に
翻
訳
紹
介
し
」
、
ま
た
「
シ
ャ
フ
ッ
ベ

リ
や
Ｄ
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
ド
イ
ツ
語
訳
」
を
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
ら

を
そ
れ
ぞ
れ
一
揃
い
の
組
合
わ
せ
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
通
俗
哲
学
者
や
カ
ン
ト
が
こ
れ
を
一
揃
い
と
み
る
の
で
あ
れ

ば
そ
れ
は
そ
れ
で
ひ
と
つ
の
見
識
で
あ
る
。
濱
田
の
イ
ギ
リ
ス
道
徳

哲
学
の
理
解
が
カ
ン
ト
の
理
解
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
殊
に
ハ
チ
ソ
ン
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
後
に
ド
イ

ツ
に
翻
訳
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
逆
転
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
ヘ

の
批
判
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
な
い
し

少
な
く
と
も
カ
ン
ト
の
思
想
の
展
開
に
お
お
き
な
意
味
を
も
つ
。
す

な
わ
ち
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
「
観
念
の
領
域
に
お
け
る
追
求
は
熱
烈

と
な
り
、
啓
蒙
の
徹
底
し
た
理
論
化
、
さ
ら
に
そ
の
批
判
が
め
ざ
さ

れ
」
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
独
自
の
解
決
に
向
か
っ
た
」
も
の

と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ン
ト
の
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
へ
の
関
心
に
対

す
る
濱
田
の
追
究
は
、
カ
ン
ト
に
お
け
る
哲
学
の
意
味
、
す
な
わ
ち

「
哲
学
は
人
生
の
究
極
目
的
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
人
生
に
役
立
ち
人

生
を
導
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
示
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
に

お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
は
か
か
る
導
き
手
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
濱
田
は
か
か
る
カ
ン
ト
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
の
導
き
手
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
ハ
チ
ソ
ン
に
「
決
し
て
忘

れ
え
ぬ
ハ
チ
ソ
ン
先
生
」
と
呼
び
か
け
た
。
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
ハ

チ
ソ
ン
は
学
問
の
師
で
あ
る
以
上
に
、
人
生
の
師
で
あ
っ
た
ゆ
え
で

あ
る
。
今
報
告
者
も
ス
ミ
ス
に
な
ら
い
「
決
し
て
忘
れ
え
ぬ
濱
田
先

生
」
と
呼
び
た
い
。

な
お
、
濱
田
先
生
に
は
報
告
者
が
二
五
年
前
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
留

学
か
ら
帰
国
し
た
お
り
、
カ
ン
ト
（
忌
日
）
姓
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

東
岸
中
部
の
ア
ン
ガ
ス
州
に
現
存
す
る
姓
で
、
ま
た
十
六
、
十
七
世

紀
に
は
同
地
方
の
出
身
者
を
ふ
く
め
、
多
く
の
ス
コ
ッ
ト
人
が
現
在

の
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
バ
ル
ト
海
地
方
に
傭
兵
稼
ぎ
に
渡
っ
た
こ
と

を
申
し
上
げ
た
と
記
憶
す
る
。
『
諸
相
』
に
お
い
て
先
生
は
、
カ
ン
ト

の
出
自
が
リ
ト
ア
ニ
ア
近
辺
と
い
う
新
説
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
「
新
説
」
で
は
、
祖
父
の
二
人
の
姉
妹
が
ス
コ
ッ
ト
人
と
結

婚
し
た
こ
と
も
単
な
る
偶
然
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
祖
先
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
で
あ
る
ゆ
え
に
、
同
郷
人
が
そ
の
家
に
出
入
り

し
、
結
婚
に
い
た
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

さ
ら
に
、
カ
ン
ト
の
気
質
は
有
力
な
状
況
証
拠
と
な
ろ
う
。
「
合
理

的
思
考
と
勤
倹
力
行
」
は
古
く
か
ら
ス
コ
ッ
ト
人
の
気
質
を
表
す
の

に
よ
く
ひ
か
れ
る
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
カ
ン
ト
の
気

質
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
う
ち
に
秘
め
ら
れ
た
気
質
は
、

祖
先
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
気
質
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
い
え
よ
う
。
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ま
た
、
カ
ン
ト
は
「
一
扁
平
で
狭
い
胸
」
を
も
つ
と
言
わ
れ
る
が
、
骨

張
っ
た
顔
つ
き
と
や
せ
ぎ
す
の
体
格
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
低
地
地
方

の
人
に
共
通
す
る
外
見
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
低
地
地
方

出
身
の
ヒ
ュ
ー
ム
も
、
自
分
は
青
年
時
代
に
は
、
丈
の
高
い
、
痩
せ

た
、
骨
の
突
き
出
た
体
型
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
カ
ン
ト
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
低
地
地
方
の
町
を
歩
い
て
も
、
人
は
な
ん
の
奇
異
な

印
象
を
も
た
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
客
観
的
な
証
拠
は
な
い
と

し
て
も
、
カ
ン
ト
の
祖
先
の
土
地
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
あ
っ
た
こ

ま
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
出
生
地
は
、
同
地
方
と
テ
イ
湾
で
へ
だ

て
ら
れ
た
対
岸
フ
ァ
イ
ブ
州
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
カ
ン
ト
祖
先
の
故

地
（
？
）
か
ら
南
西
に
約
五
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

さ
ら
に
、
ス
ミ
ス
の
父
は
ア
ン
ガ
ス
州
の
北
隣
の
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
州

の
出
身
で
あ
り
、
母
が
フ
ァ
イ
ブ
州
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
カ
ン
ト
と

ス
ミ
ス
に
は
同
じ
で
、
し
か
も
近
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
血
が
流
れ

し
て
も
、
カ
ン
ト
の
祖
先
の
土
地
が
ス
コ
ッ
ー

と
は
確
か
で
あ
る
と
報
告
者
に
は
思
わ
れ
る
。

ス
ミ
ス
に
は
同
じ
で
、
し
か
も
近
い
ス
コ
ッ
↑

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
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